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鮮やかな黄色の花が葉の無い枝に咲くと、そ

こだけ光が溢れた天の園にいるような錯覚を覚え

ます。ラッパ型の花に、ハチドリやクマバチがやっ

てきて、蜜を吸う姿も親しみを感じます。

黄色イペーは、先号の桃色イペーと仲間ですが、木肌はザラザラして異なります。花もやや大きめで

あり、散る時はハラハラ散る桜の風情ではなく、くるくる回りながら踊りつつ地に着きます。木全体が桃

色イペー程には花で覆われませんが、南国の青空に映えて美しい姿が印象的です。（写真は残念なが

ら曇り空でした。）

レダでは8月を前後して咲くことが多いですが、時折6月頃に咲いて、もう一度咲いたりしたこともありま

す。気象異常の影響でしょうか。

（写真と文：飯野）

パンタナールの楽園



レダの雨量（単位mm）

昨年の20年ぶり

のパラグアイ川の

洪水は、レダをは

じめ周辺に多大の

被害を与えました。

レダもほとんど復

旧していますが、多くの植樹林が被害を受けま

した。最近2年半の降雨量は、変わりませんが、

上流地域の降雨量が大変な被害をもたらしまし

た。今年は平年通りの降雨量で、もちろん洪水

の心配はない

と言われてい

ます。しかし、

今年の川の水

は渇水状態の

ようです。

◎パクー卵の成長

（０→３へ）と養殖場

配置図
卵から孵化して２４時間後

は、まだ目がないお腹の膨

らんだ１の状態。

２日目には、目が出来てく

る。

３日目には口も出来る。こ

の時には、鶏の卵の黄身を

上げるとよい。

稚魚はプランクトンやミジ

ンコを食べる。

今
年
の
９
月
に

も
、
再
度
ふ
化
を

試
み
よ
う
と
様
々
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
一
月
、
パ
ク
ー
の
孵
化
に
向
け
て
ア
ス
ン
シ

オ
ン
大
学
の
マ
グ
ノ
教
授
が
、
来
園
し
ま
し
た
。

教
授
は
今
ま
で
準
備
さ
れ
た
設
備
を
点
検
、
設
備
は

優
秀
で
あ
る
と
太
鼓
判
を
押
し
て
い
ま
し
た
。
親
魚
及

び
孵
化
さ
せ
る
卵
を
入
れ
る
水
槽
の
水
の
温
度
調
節
を

し
っ
か
り
と
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

川
の
水
温
は
、
朝
方
は
２
５
～
２
６
℃
で
す
が
、
孵

化
用
の
水
温
は
２
７
℃
が
適
温
で
す
。
一
℃
を
加
熱
し

た
水
を
加
え
る
こ
と
で
、
常
に
そ
の
温
度
を
キ
ー
プ
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

親
魚
は
２
年
も
の
が
、
若
く
て
元
気
が
あ
り
適
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
普
通
一
匹
で
１
５
万
～
２
０
万

個
の
卵
を
産
み
ま
す
が
、
孵
化
率
が
技
術
に
よ
っ
て
差

が
あ
り
、
教
授
は
７
０
％
位
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
月
は
初
め
て
の
挑
戦
で
あ
り
、
産
卵
期
の
適
切
な
親
魚
が
育
っ

て
い
な
か
っ
た
た
め
に
採
卵
と
孵
化
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
は
、
禁
漁
期
の
２
月
初
め
の
解
禁
か
ら
、
川
で
メ
ス
の
親
魚
を

釣
り
上
げ
て
、
産
卵
、
孵
化
を
自
分
た
ち
の
手
で
成
功
さ
せ
よ
う

と
中
田
所
長
も
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
下
の
写
真
は
上
山
貞
和
さ

ん
が
、
パ
ク
ー
の
体
重
を
測
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
野
正
義
さ
ん
の
ボ
ー
ト
で
、
釣
り
を
終
え
る
５
分
前
に
体
長

５
０
ｃ
ｍ
、
３
・
７
キ
ロ
の
大
き
な
メ
ス
の
パ
ク
ー
が
釣
れ
ま
し

た
。
こ
れ
が
後
ろ
の
池
に
入
れ
た
１

５
匹
目
の

親
魚
候
補

の
パ
ク
ー

と
な
り
ま

し

た

。

（
上
の
写

真
）
卵
を

も
つ
事
を

期
待
し
て

い
ま
す
。

九
月
孵
化
成
功
を
目
指
し
て

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2010年 119 299 72 11 103 0 55 0 29 107 80 262

2011年 55 261 139 114 11 9 295 11 69 50 56 136

2012年 183 131 241 108 125
浸水した昨年の7月

屋根を残して水没



人間の経済活動の促進によって、樹木が倒されたり

道が舗装されたりして自然がなくなると、生物の今まで

の環境がガラッと変わり生存できなくなってしまいます。

元々、数が少なかった種では絶滅が危ぶまれています。

日本の「朱鷺・とき」などは、絶滅種の代表です。2003

年に最後の日本産トキ「キン」が死亡し、現在生き残っ

ているのは中国産の子孫のみとなりました。

絶滅が危ぶまれる種は、早めに対処して保護活動をす

ることが大切です。

日本でも、ニホンカワウソや、ニホンオオカミなどが

絶滅したのではとされています。特に、今心配されてい
るのは、絶滅危惧種(頭数は推定）として、イリオモテヤ

マネコ 約１００頭・ダイトウオオコウモリ 約３００頭・アマミノクロウサギ ２０００～４８００頭

などです。

一方、世界の絶滅危惧種は、ホッキョクグマ 約２２０００頭・ジャイアントパンダ 約３０００頭・

ベンガルトラ 約３１７６～４５５６頭・クロサイ 約３６００頭・ユキヒョウ 約４０００～７０００

頭・マウンテンゴリラ 約７８５頭・アビシニアンジャッカル 約４４２～４８７頭・アラビアオリッ

クス 約８００頭・ヨウスコウカワイルカ １００頭以下（既に絶滅の可能性有）などです。

南米でも、オオアルマジロ（右下の写真）が絶滅危惧種として挙げられいますが、日本では最近か

わいいと人気のあるカピバラですが、インディオの人たちにとっては、

両者ともに重要なタンパク源になっています。国際自然保護連合(IUC

N)が2008年に発表した、世界の絶滅危惧種の数です。国別では、 エ

クアドルが2211種で最多でした。海岸、高原、熱帯雨林、ガラパコス

諸島と生物多様性の宝庫ですが、紛争や開発で森林破壊が急速に進ん

でいるそうです。他にはマレーシア、インドネシア、ブラジルなど近

年開発が進んでいる国がトップ10に顔を出しているようです。日本で
は309種の絶滅危惧種があります。

ミンガグアス市
ミンガグアス市においての植樹活

動は市の職員、そして市民とともに

活動を開始し、２週間ほど前に１６０本の苗木を植え、数日前

に３００本を超える苗木を市に提供し、苗木の植樹をしました。

（左写真）今後、継続的にエステ市の育苗所から苗木を提供し、

市のクリーンモデル市建設を推進することになります。

青年たちが到着する時は市を挙げて植樹活動になると思われ

ます。柴沼記

マリア･アウシリアドーラ
国際協力青年奉仕隊の準備をしながら、レダの隣の牧場の責

任者、ジャイロ氏とアスンションで会って来ました。その時の話の中で、彼も私たちが今回、

青年奉仕隊が奉仕に行こうとしているマリア村の学校の屋根が完全に吹き飛ばされ、半年以上

も修復されていない現状を知っており、彼自身がその修復をしたいと考えていたとのことでし

た。私も学校訪問をしてその惨状を見、学校の屋根の修復をしてあげたいとの思いがあふれま

したが、修復のすべての費用を青年奉仕隊の支援の一環として行うのは簡単ではないと苦慮し

ていました。しかし、ジャイロ氏がそのプロジェックトに参加し、具体的な援助をともにして

いく方向になってきました。

別の機会に建築技師の方に会い、マリア村の教会を彼が主導し、建築し、その費用を担当し

たとのことでした。そして、青年奉仕隊がマリア村の学校の修復を今夏行うことを計画してい

ると話すとぜひ、自分たちもそのプロジェックトに参加したいと話しが進展しました。柴沼記

第12回国際協力青年奉仕隊
（2012年8月25日～9月11日）

世界における絶滅危惧種絶滅危惧種の多い国

順位 国名 絶滅危惧種の数

1 エクアドル 2,211

2 アメリカ合衆国 1,203

3 マレーシア 1,167

4 インドネシア 1,127

5 メキシコ 898

6 中華人民共和国 840

7 オーストラリア 804

8 ブラジル 769
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地
球
家
族
と
し
て

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う

南
北
米
福
地
開
発
協
会

会
員
募
集
中

南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
地
域

へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー

な
ら
び
に
植
林
活
動

を
通
じ
て

生
態
系
の
維
持
と
強
化
を
促
進
し
、
そ
の

地
域
を
モ
デ
ル
と
し
、

世
界
に
環
境
保
護
の
大
切
さ
を

訴
え
て
い
ま
す
。

会
費
は
月
五
〇
〇
円
、
毎
月
、
パ
ン
タ
ナ
ー

ル
通
信
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、

各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
、
エ
コ
ツ
ア
ー
等
の

案
内
を
い
た
し
ま
す
。

再度のお願い！！
第１２回国際協力青年ボランティア隊へのこれまでの御協力ありがとうございまし

た。
今年はパラグアイでの奉仕の活動が多岐にわたっており、今までの奉仕隊の予算以上
に経費が必要になっています。
マリア村の屋根の修復作業、ミンガグアス市の植樹活動も市が緑あふるるクリーン

都市づくりを目指しており、パラグアイのモデル都市となるため、3万本の苗木を市
内各地に植えることになっています。南北米財団が苗木を提供します。
アスンションでも第12回青年奉仕隊を記念し、育苗所を造成し、植樹活動を進める

ことになります。今までの実績をもとにより一層の期待が青年奉仕隊に寄せられてお
ります。7月の中旬までに550万円の支援が集まりました。
今回の必要経費が800万円です。残された時間が少ない中ですが出発前まで支援を受
け付けますので是非、よろしくお願いいたします。（責任者 柴沼より）

マリア村の学校の屋根の状況
（2012年6月訪問時）

1958年森林を伐採し、ミンガグアス市を設立

市の緑化キャンペーン開始


